
最優秀チャレンジ賞

　　

－　１　－

地域における防犯の推進
＝公共工事現場等における「こどもSOS運動」＝

朝霞県土整備事務所

取組の
主な目的

主な
取組内容

取組テーマ 取組課所室

CHALLENGE　SHEET　№１

H16年３月
「埼玉県防犯のまちづくり推進条例」を制定
H４年７月
「埼玉県魅力ある建設事業推進協議会」を発足

・社会貢献の取組みを模索
・「３K」職場（危険、汚い、きつい）
　イメージアップと職場環境の改善への
　取り組み

　　工事現場等に
　「こどもSOS安全確保ステーション（避難場所）」を設置
　　　・効果①　犯罪発生時に「こども」を保護し、安全の確保
　　　・効果②　犯罪の抑止効果
　　　・効果③　建設業界のイメージアップ、職場環境改善

建設業界

「子供たちへの声かけ事件」が多発

安心・安全なまちづくりを進めるには！

公共工事現場等を活用し、こどもを犯罪から守る運動

埼玉県

犯罪は屋外で起きている！

防犯対策

建設産業
の改善

地域では

工事は屋外で行われている！

公共工事は

「屋外」という
キーワードに着目



　●今後の展開について（設置箇所の拡大）

メッセージ

－　２　－

　埼玉県内における声かけ事案については、認知されている件数だけでも平成18年1月から11月
までの間で709件（埼玉県警察本部調べ）にのぼっており、近年では、地域における防犯に対する
意識は高まってきている。
　この運動は、危険なイメージがある工事現場等を活かして、こどもたちの避難場所である「こど
もＳOＳ安全確保ステーション」を設置し、屋外における犯罪等を未然に防ごうとするものであ
る。
　今後とも、ステーションの設置箇所を増やすとともに、様々な防犯団体とも連携を図るなど、街
頭犯罪撲滅の一翼を担って参りたい。

　　　平成１9年2月2日現在の公共工事現場等において、「こどもＳＯＳ安全確保ステーション
     （避難場所）」を32箇所で設置。

　　　事後評価による検証と改善を行い、公共工事の現場等で有効かつ安全確保できる場所に安
　　全確保ステーションを順次、設置していく。

　　　運動趣旨のＰＲを進め、民間現場での設置も進めていく。

「こどもSOS安全確保ステーション」


